
当
館
所
蔵
の｢

秋
田
藩
家
蔵
文
書｣

は
、
秋
田
藩
士
が

所
持
し
て
い
た
文
書
を
秋
田
藩
が
数
度
に
渡
っ
て
提
出

さ
せ
、
そ
の
真
偽
を
判
断
し
た
後
、
原
本
は
各
藩
士
に

返
却
し
、
書
写
し
た
も
の
を
編
纂
し
た
、
中
世
か
ら
江

戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
貴
重
な
史
料
群
で
す
。
こ
の

中
に
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
り
ま
す
。

今
度
二
条
本
能
寺
於
両
所

御
自
身
分
骨
之
御
働

誠
以
強
勇
之
至
且
又
勝
長

之
首
級
被
罸
捕
之
殊
者

御
家
中
之
働
驚
目
称
之

無
言
候
至
子
孫
迄
可
申
伝
候

尚
御
物
諾
之
儀
者
追
而
可

致
其
沙
汰
候
恐
々
謹
言

天
正
十
年

明
智
日
向
守

六
月
九
日

光
秀(

花
押
影
）

中
川
摂
津
守
殿

参

こ
れ
は
秋
田
藩
士
中
川
氏
に
伝
来
し
た
史
料
で
す
。

明
智
光
秀
が
天
正
十
年(

一
五
八
二)

六
月
二
日
の
本
能

寺
の
変
の
後
「
中
川
摂
津
守
」
に
出
し
た
と
さ
れ
る
書

状
で
、
本
能
寺
と
京
都
二
条
の
新
御
所(

二
条
御
新
造)

で
の
中
川
摂
津
守
と
そ
の
家
中
の
戦
功
に
つ
い
て
感
謝

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
条
御
新
造
に
は
当
時

信
長
の
息
子
で
あ
る
織
田
信
忠
ら
が
お
り
、
書
状
に
は

信
忠
の
弟
、
勝
長(

源
三
郎
信
房)

の
首
級
を
挙
げ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

書
状
の
宛
先
で
あ
る
「
中
川
摂
津
守
」
と
は
誰
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
文
書
を
秋
田
藩
に
提
出
し
た
中
川
氏
の

系
図(

｢

諸
士
系
図｣

Ａ
二
八
八
．
二－

五
九
〇－
一
一)

に

は
摂
津
守
を
称
し
た
人
物
と
し
て
中
川
重
政
の
名
が
あ
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り
ま
す
。
重
政
は
織
田
氏
の
一
族
と
さ
れ
、
永
禄
十
一

年(

一
五
六
八)

織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛

し
た
後
は
、
明
智
光
秀
、
丹
羽
長
秀
、
木
下
秀
吉(

後
の

豊
臣
秀
吉)

と
共
に
京
畿
の
行
政
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
重
臣
柴
田
勝
家
と
の
所
領
争
い
か
ら
信
長
の

不
興
を
買
い
、
改
易
の
上
、
徳
川
家
康
の
も
と
に
預
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
後
に
織
田
家
臣
団
に
復
帰
し
、
安
土

城
の
留
守
居
を
務
め
た
よ
う
で
す
。

冒
頭
の
史
料
の
内
容
が
真
実
な
ら
ば
、
中
川
重
政
が

明
智
光
秀
に
呼
応
し
て
本
能
寺
・
二
条
御
新
造
攻
め
に

参
加
し
た
後
、
山
崎
の
合
戦
後
に
近
江
衆
な
ど
と
同
様

に
秀
吉
側
に
降
伏
し
て
生
き
な
が
ら
え
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
中
川
重
政
は
織
田
信
雄
の
家
臣
と
な

り
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
は
犬
山
城
を
守
り
ま
し

た
が
、
池
田
恒
興
に
敗
れ
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
系
図
の
中
川
重
政
の
子
、
重
忠
の
項
に
は
、

慶
長
二
年(

一
五
九
七)

に
佐
竹
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
後
、

「
故
ア
ツ
テ
母
方
ノ
氏
ヲ
冒
シ
テ
人
見
ヲ
称
ス
」
と
あ

り
、
重
忠
の
子
で
あ
る
重
家
の
代
に
な
っ
て
中
川
姓
に

復
し
た
と
あ
り
ま
す
。
何
の
「
故
ア
ツ
テ
」
本
来
の
姓

を
名
乗
れ
な
か
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中
川
重
政
の
代
で
の
こ
と
が
影
響
し
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

秋
田
藩
の
修
史
事
業
を
行
っ
て
い
た
秋
田
史
館
で
真
贋

を
検
討
し
た
結
果
、
採
用
が
見
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
内
容
に
は
疑
問
点
も
あ
り
ま
す
が
、
各
地
に
残
る

様
々
な
史
料
か
ら
戦
国
期
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
煙
山
英
俊
】
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当
館
の
頒
布
書
籍
で
あ
る
『
岡
本
元
朝
日
記
』

第
六
巻
が
三
月
下
旬
に
刊
行
し
ま
す
。

定
価
四
千
円
、
お
求
め
は
秋
田
活
版
印
刷
ま
で
。

（
☎

〇
一
八－

八
八
八－

三
五
〇
〇
）

「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」

～
明
智
光
秀
書
状
（
？
）
に
つ
い
て
～



「
預
」
と
い
う
江
戸
時
代
の
紙
幣
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
秋
田
藩
政
後
期
に
領
内
で
流
通
し
た
銭
札
で

す
。
も
っ
と
も
、
勘
定
奉
行
を
務
め
た
介
川
通
景
の
日

記
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
一
月
十
日
の
条
（
介

川
四
四
）
に
、
「
元
来
預
と
申
も
の
五
拾
年
計
以
前
よ
り

段
々
始
候
所
、
近
年
は
甚
し
く
増
長
」
と
あ
り
ま
す
か

ら
、
預
札
が
使
用
さ
れ
出
し
た
の
は
安
永
元
年
（
一
七

七
二
）
頃
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
当
初
は
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
商
人
取
引

の
な
か
で
金
銭
の
「
預
か
り
証
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
貨
幣
」
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
藩
が
諸
上
納

役
所
と
い
う
機
関
を
設
置
し
て
、
正
銭
と
兌
換
可
能
な

証
札
と
し
て
発
行
し
た
こ
と
か
ら
、
公
的
な
性
格
を
帯

び
、
銭
に
代
わ
る
紙
幣
と
し
て
流
通
し
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
、
諸
上
納
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の

役
所
と
藩
が
認
可
し
た
両
替
商
に
だ
け
、
こ
れ
を
発
行

す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
両
替
商
に
つ
い

て
は
、
そ
の
額
も
、
発
行
す
る
店
の
身
代
に
あ
わ
せ
て

藩
が
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
写
真
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
和
紙
に
金

額
を
書
い
て
印
を
押
し
た
だ
け
の
簡
便
な
造
り
で
し
た

か
ら
、
た
ち
ま
ち
「
私
札
」
と
よ
ば
れ
る
非
公
認
の
預

札
が
大
量
に
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
わ
か
っ

て
い
る
限
り
で
発
行
主
体
ご
と
に
預
札
を
紹
介
す
る
と
、

諸
上
納
役
所
預
札
、
両
替
商
預
札
以
外
に
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

【
能
代
方
預
札
】
能
代
奉
行
の
許
可
を
得
て
発
行
さ
れ

た
も
の
。

【
能
代
町
方
預
札
】
能
代
の
各
町
が
発
行
し
た
も
の
。

能
代
の
各
町
が
町
入
用
の
取
り
立
て
に
難
渋
し
た
の
で
、

ま
ち
に
ゅ
う
よ
う

無
許
可
で
少
額
の
預
札
を
発
行
し
た
と
こ
ろ
、
融
通
が

よ
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

【
質
屋
発
行
の
預
札
】
両
替
商
同
様
、
藩
が
認
可
し
た

も
の
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
藩
の
命
に
よ
っ
て
二

十
文
・
三
十
文
の
預
札
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
在
町
発
行
の
預
札
】
『
江
戸
時
代
の
紙
幣
』
（
東
京
大

学
出
版
会
）
に
は
「
横
手
」
の
記
名
の
あ
る
も
の
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
藤
清
一
郎
氏
は
「
平
鹿

御
百
姓
通
用
預
札
」
と
い
う
預
札
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
（
『
秋
田
貨
幣
史
』
）
。

【
各
部
局
の
預
札
】
鶴
形
村
の
養
蚕
座
が
「
産
物
方
預
」

と
い
う
名
前
で
預
札
を
出
し
た
と
い
う
記
事
が
「
介
川

日
記
」
天
保
八
年
五
月
二
十
三
日
の
条
（
介
川
九
一
）

に
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
「
角
館
米
座
」
や
「
朱
座
」
の

印
が
あ
る
預
札
も
確
認
で
き
ま
す
。

【
末
広
預
】
大
館
西
家
の
家
中
が
「
末
広
講
」
と
い
う

す
え
ひ
ろ
こ
う

無
尽
講
を
つ
く
っ
て
た
が
い
に
金
銭
を
融
通
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
そ
の
決
済
に
い
き
づ
ま
り
、
講
仲
間
だ

け
で
用
い
る
と
い
う
名
目
で
発
行
し
た
も
の
で
す
。
介

川
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
贋
札
を
含
め
十
二
万
貫
文
も
発

行
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
回
収
す
る
た
め
、
西

家
は
自
ら
の
知
行
地
の
一
部
を
能
代
の
商
人
に
売
り
渡

し
て
資
金
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

藩
は
、
毎
年
新
札
を
発
行
し
て
古
札
の
回
収
を
は
か

り
、
天
保
十
一
年
に
は
、
大
坂
商
人
久
々
知
屋
吉
兵
衛

を
換
金
元
と
す
る
上
質
の
預
札
を
発
行
し
た
り
し
て
対

策
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
夥
し
い

量
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
そ
の

勢
い
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
北
家
御
日
記
」

の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
二
十
一
日
の
条
（
Ａ

Ｋ
二
一
二－

一－

七
二
五
）
に
は
、
「
笠
嶋
へ
渡
候
裃
代

十
三
両
弐
歩
之
代
、
銭
札
千
六
百
貫
文
余
持
参
」
と
い

う
記
事
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
両
＝
預
札

約
百
十
八
貫
文
と
な
り
ま
す
か
ら
、
価
値
の
下
落
は
著

し
い
と
い
え
ま
す
。
（
通
常
は
一
両
＝
銭
四
貫
文
）
そ
れ

で
も
、
正
銭
不
足
の
近
世
後
期
に
お
い
て
、
庶
民
金
融

に
不
可
欠
な
銭
の
需
要
は
多
く
、
藩
の
苦
悩
を
よ
そ
に
、

預
札
は
大
量
に
流
通
し
て
い
き
ま
し
た
。

【
金
森
正
也
】
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預
札
と
い
う
紙
幣

あ
ず
か
り
ふ
だ

預札（吉成818）


